
敷鉄板のカド 浮き 通路の手摺にクランプカバー無し 

飯豊山系砂防事務所 工事安全対策協議会                 平成29年10月23日 

飯 豊 だ よ り 

            

○各現場における今後の注意事項 

・朝夕の気温が下がってきました、作業員の体調確認及び管理の徹底を。夕暮れも早くなってきます、足元

に注意し転倒防止の徹底を。害獣(熊、猿、蛇マムシなど) 害虫(蜂、毛虫、ダニなど)に注意してください。 

 

 

　

　

安全点検状況

狭い現場で資機材を最小限に整理している！ 地形を利用した昇降設備設置！
クレーンオペレータから見えない箇所

誘導員による誘導を徹底する！

電気ドラムを濡れない場所に移動させる！クレーン移動時鉄板上でスリップ注意！休憩所背面の法面浮き石等点検をすること！

・土工事の際の土運搬作業時には交通事故防止に努めていきます。 

・法面からの墜落事故に注意して無事故・無災害で工事が完了できるよう、安全第一に努めていきます。 

◆第２回合同安全パトロールを実施 

飯豊山系砂防事務所では、管内で発注している工事の労働災害等を未然に防止することを目的として、工事

安全対策協議会小国支部及び関川支部による「合同安全パトロール」を隔月で実施しています。平成 29年 9月

25日(月)に、「第２回合同安全パトロール」を小国支部の工事を対象に実施しました。当日は受注者側から各工

事現場代理人等 12名、発注者側から監督職員を含む 5名、地区幹事 2名、現場技術員等 3名の計 22名が参加

しました。 

◆現地点検対象工事   ・裏堀沢砂防堰堤その２外工事 ・足水川上流砂防堰堤その２工事 

◆現地安全点検 

  安全パトロールでは、参加者全員で施工中の工事の危険ポイントを確認するとともに、意見が出された現場

については検討を行い、良い事例は他の工事現場でも積極的に取り入れることとしています。 

◆現地点検結果の報告   安全パトロール終了後、参加者から出された主な意見は以下のとおりです。 

○現場での良い事例 

・地形にあわせた階段通路を確保してあ

り、工夫がみられる。 

・狭い現場で最小限の資機材のみに限定

し、整理整頓を行っている。 

○注意する点 

・堰堤が高くなりクレーンオペレーターから見えない場所に荷下

ろしをしなければならない。誘導員による誘導を行うこと。 

・電工ドラムが濡れる場所にあり漏電の危険がある。濡れない場

所に移動させる。 

 


